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Ⅰ 平成２２年度予算概算要求について 

１．概算要求の基本方針 
  国土交通省では「経済の底割れを防止し、我が国経済を持続的な成長軌道に乗せて

いくとともに、『安全・安心』、『暮らし・環境』、『活力・成長力』などの課題に

的確に対応していくため、重点化・効率化を徹底しながら、真に必要な事業・施策を

実施し、社会資本の着実な整備と総合的な交通政策の推進を図る。」こととしていま

す。 

 

２．北陸ブロックの社会資本の重点整備方針 
北陸地方整備局では、平成２１年８月４日に計画決定された「北陸ブロックの社会資

本の重点整備方針」に基づき、地域との協働の枠組みを活かしながら、社会資本の整備

について重点的、効率的な推進を図っていくこととしています。 

「北陸ブロックの社会資本の重点整備方針」では北陸ブロックの目指すべき将来の姿

として掲げられている「世界に開かれた日本海側における交流の中枢拠点」「人をひき

つける『暮らしやすさ』日本一」の二つの将来像の実現に向け、６つの重点戦略とそれ

に基づく１６の重点目標を設定し、その達成に向けて、効果的かつ効率的な事業執行を

推進することとしています。 

 
     【6つの重点戦略】              【１６の重点目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 交流・連携の拡大による産業活動の活性化 (1)進取の気性に富んだものづくり文

化で培われる国際競争力のある産業の

育成 

① 地域資源の連携による観光交流の拡大 (2)地域文化力で育まれる国内外との

交流の創出 
② 歴史・文化を活かした個性的で魅力ある空間の創出 

③ 中心都市等と周辺地域の交流・連携 

① 快適な生活空間の形成と都市の再生 

② だれもが安心して暮らせる生活環境の実現 

④ 明瞭な四季や変化に富んだ地形がもたらす美しく豊

かな自然との共生 

⑤ 地球環境への負荷の軽減と環境の改善 

(4)災害に強い安全・安心な国土の実現 ① 風水害、土砂災害、地震、高波等の自然災害の克服 

③ 海難事故の防止、テロ、武力攻撃事態等に対する危

機管理対策の強化 

② 雪国の生活、交通の安定性の向上 

(6)多様な主体の参加と計画的な維持

管理等の取組 

① 多様な主体との連携・協働の推進 

② 情報通信技術を活用した社会資本整備の高度化 

③ 計画的かつ適切な施設の維持・管理及び更新の実現 

② 日本海側の交流拠点の連携強化と太平洋側との連携 

① 環日本海諸国をはじめとした国際交流の拡大 (5)日本海側の中枢拠点の形成に向け

た交流機能の強化 

(3)人をひきつけるゆとりと      

いやしにあふれる暮らしの充実 
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３．６つの重点戦略 
          

(1)進取の気性に富んだものづくり文化で培われる国際競争力のある産業の育成 
産業・経済のグローバル化の中で、港湾、空港などの国際交流基盤の整備を推進する

とともに、高速交通ネットワークとのアクセス性を高め、日本海側の産業・物流拠点と

しての機能を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)地域文化力で育まれる国内外との交流の創出 
国内外との交流を創出していくため、豊かで多様な地域資源を活用し、風景街道等

の美しい魅力ある景観形成や、歴史・文化を活かしたまちづくり・地域づくりを進め

るとともに、国内外観光客の利便性の向上、多様で魅力的な観光ルートの創出に向け

た地域交通ネットワークの強化など、国内外観光客の満足度の高い地域づくりを進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢港多目的国際ターミナル(石川県金沢市)

～航路および防波堤等の整備推進～ 

信濃川下流 上所地区(新潟県新潟市) 

～やすらぎ堤の整備推進～ 

白岩砂防えん堤 (富山県富山市、立山町) 

～重要文化財「白岩堰堤砂防施設」の 

          補強対策の整備推進～ 

防波堤（西）

岸壁(-13.0m)

大野地区

金石地区

航路(-13.0m)

泊地(-13.0m)

防波堤（西）

岸壁(-13.0m)

大野地区

金石地区

航路(-13.0m)

泊地(-13.0m)

至 七尾

（仮称）氷見第７トンネル

至 高岡

能
国道１６０号

余川川

一）鹿西氷見線

越
自

動

車

道

氷見北IC

平成21年10 月
供用予定

能越自動車道七尾氷見道路(富山県氷見市) 

～トンネル、改良、橋梁工事の整備推進～ 

新潟駅

昭和大橋

八千代橋

JR越後線橋梁

白山下水道橋

萬代橋（国道７号）

白岩砂防えん堤
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 (3)人をひきつけるゆとりといやしにあふれる暮らしの充実 
都市機能の強化やマルチモーダル施策など、交通の円滑化を図るとともに、子育てが

しやすく女性や高齢者をはじめ、誰もが暮らしやすい生活環境を実現し、快適な生活空

間を形成します。さらに、都市と農山漁村の交流・連携を強化し、農山漁村への都市サ

ービスの確保や、定住・交流人口の拡大による中山間地域の支援等を図ります。また、

美しい国土の保全・管理を図るとともに、地球環境にやさしい暮らしの充実を図ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【完成事業】日本海東北自動車道(村上～朝日)

(新潟県村上市)～神林・朝日間の供用～ 
一般国道 253 号八箇峠道路(新潟県十日町市、南魚沼

市) ～トンネル、改良、橋梁工事の整備推進～ 

国営越後丘陵公園 (新潟県長岡市) 

～「里山フィールドミュージアム」の整備推進～

村上市仲間町より新潟市方向を望む至 酒田市

至 新潟市

村上IC（仮称）

村上市仲間町より新潟市方向を望む至 酒田市

至 新潟市

村上IC（仮称）

ＪＲ富山駅

JR北陸本線富山駅周辺地区土地区画整理事業
A=約10.4ha

富山地方鉄道

新潟→

北陸新幹線（Ｈ２６開業予定）

←金沢
富山駅付近連続立体交差事業

L=約1.8km

富
山

ラ
イ

ト
レ

ー
ル

富山駅市街

ＪＲ富山駅

JR北陸本線富山駅周辺地区土地区画整理事業
A=約10.4ha

富山地方鉄道

新潟→

北陸新幹線（Ｈ２６開業予定）

←金沢
富山駅付近連続立体交差事業

L=約1.8km

富
山

ラ
イ

ト
レ

ー
ル

富山駅市街

健康ゾーン

野生ゾーン

文化ゾーン

里山フィールドミュージアム

里山探勝エリア

里山ふれあいエリア

里山環境管理エリア

山の水辺区

里の水辺区

花の森

花の水辺区

めぐみの原区

めぐみの森区

めぐみの沢区

越の林区

みずたの里区

越の花里区

南口ゲート

既開園区域 （約１２０ｈａ）

Ｈ２２整備区域
(10ha)

Ｈ２１末開園区域 （３４ｈａ）

里山自然館
（予定地）

健康ゾーン

野生ゾーン

文化ゾーン

里山フィールドミュージアム

里山探勝エリア

里山ふれあいエリア

里山環境管理エリア

山の水辺区

里の水辺区

花の森

花の水辺区

めぐみの原区

めぐみの森区

めぐみの沢区

越の林区

みずたの里区

越の花里区

南口ゲート

既開園区域 （約１２０ｈａ）

Ｈ２２整備区域
(10ha)

Ｈ２１末開園区域 （３４ｈａ）

里山自然館
（予定地）

富山駅付近連続立体交差（富山県富山市） ～本体工事の整備促進～ 

加
賀
拡
幅

松山町

箱宮町

← 二級河川 動橋川

（主）山
中

伊切
線

至 金沢

至

福
井

加
賀
拡
幅

松山町

箱宮町

← 二級河川 動橋川

（主）山
中

伊切
線

至 金沢

至

福
井

【一部完成事業】 

一般国道 8号加賀拡幅(石川県加賀市)  

～箱宮・松山町間供用～ 

写真など

事業内容をわかりやすく説明する

図・写真等を貼り付けてください。

※図・写真への注記、凡例は、印刷してもわかりや
すいように記載お願いします。

至 六日町IC

至 十日町市

野田IC（仮称）

欠ノ上地区

関越自動車道至 長岡市

＜整備の進む欠之上地区＞

写真など

事業内容をわかりやすく説明する

図・写真等を貼り付けてください。

※図・写真への注記、凡例は、印刷してもわかりや
すいように記載お願いします。

写真など

事業内容をわかりやすく説明する

図・写真等を貼り付けてください。

※図・写真への注記、凡例は、印刷してもわかりや
すいように記載お願いします。

至 六日町IC

至 十日町市

野田IC（仮称）

欠ノ上地区

関越自動車道至 長岡市

＜整備の進む欠之上地区＞
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(4)災害に強い安全・安心な国土の実現 
風水害、土砂災害、地震や津波、雪害、波浪（高波）災害、高潮災害、海岸侵食、流

木被害などへの防災・減災対策に取り組み、厳しい自然環境の中で人々の生活の安全・

安心を確保し、地域の産業・経済活動の維持を図ります。また、災害時の代替性も含め

た緊急輸送道路の確保や避難路の整備を進めるとともに、圏域内外と連携した広域危機

管理体制の充実と、地域住民と関係機関が一体となった総合的な防災対策に取り組み、

雪によるハンディキャップのない安全・安心な暮らしの実現や高齢化社会に対応するた

め、克雪対策や医療施設等へのアクセスの確保を推進します。 

さらに、他の圏域での災害時にはネットワーク機能を補完するとともに、海上事故、

テロなどに対する施設の安全性の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新穂高渓流保全工(岐阜県高山市) 

～左俣谷左岸護岸工の整備推進～ 

福
井

港

坂井市

九頭竜川

離岸堤（潜堤）

護岸（改良）

福井市

福
井

港

坂井市

九頭竜川

離岸堤（潜堤）

護岸（改良）

福井市

福井港海岸 (福井県福井市、坂井市) 

～海岸保全施設の整備推進～ 

大河津可動堰改築事業(新潟県長岡市、燕市)

～堰本体工事の整備推進～ 

千曲川 

夜間瀬川 

【完成事業】千曲川古牧地区(長野県中野市) 

～土地利用一体型水防災事業の完成～ 

石川海岸(小松工区) (石川県小松市)   

～人工リーフの整備推進～ 
【一部完成事業】一般国道 41 号猪谷楡原道路

(富山県富山市) ～庵谷・楡原間の供用～ 

J
R

J
R

高
山
本
線

高
山
本
線

庵谷橋（仮称）庵谷橋（仮称）

国
道

国
道
4141

号号

至至 富山市街地富山市街地

至至 高山市高山市

J
R

J
R

高
山
本
線

高
山
本
線

庵谷橋（仮称）庵谷橋（仮称）

国
道

国
道
4141

号号

至至 富山市街地富山市街地

至至 高山市高山市

小松工区浜佐美地先での護岸被災状況
（平成18年12月）

3基目

4基目

5基目

健康広場

7基目

北
陸
自
動
車
道

人工リーフ

6基目

小松工区浜佐美地先での護岸被災状況
（平成18年12月）

3基目

4基目

5基目

健康広場

7基目

北
陸
自
動
車
道

人工リーフ

6基目
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(5)日本海側の中枢拠点の形成に向けた交流機能の強化 
経済発展の著しい中国、韓国、ロシア及びその先の欧米諸国を視野に入れた港湾、空港

などの国際交流基盤の整備を推進するとともに、国際航路の誘致による国際交流の拡大を

図ります。 

また、人・物・文化の交流を拡大するため、高速交通ネットワークと地域内のアクセス

性を高めるとともに、太平洋側での災害発生時の経済的な影響軽減に向けたセーフティネ

ットとしての機能を発揮する信頼性の高い基盤を形成･強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)多様な主体の参加と計画的な維持管理等の取組 
新たな地域の担い手となる NPO や地域の住民組織との連携・協働を図り、社会資本

の整備及び維持管理への参画を進めるとともに、社会資本整備との触れ合いを通して地

域の人づくりを支援します。また､情報通信技術の積極的な導入等､効率的で効果的な社

会資本の活用を図るとともに､社会資本の計画的かつ適切な施設の維持･管理及び更新

の実現を図ります。 

 

航路・泊地(-12m)

岸壁(-12m) 

新潟港国際海上コンテナターミナル(新潟県新潟市) 

～耐震強化岸壁の整備推進～ 

伏木富山港臨港道路(富山新港東西線) (富山県射水市)

～新湊大橋の整備推進～ 

至 富山

至 上越

至 富山

至 上越

一般国道８号糸魚川地区橋梁架替事業(新潟県糸魚川市) 

～両鬼橋の架け替え完了～ 
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４．平成２２年度概算要求のポイント 
 

■主な完成事業 

【新潟県】飯豊
い い で

山系
さんけい

砂防(直轄) ～女 川
おんながわ

第 4 号砂防えん堤の完成～ 

     番
ばん

神
じん

急傾斜(補助) ～番神地区 急傾斜地崩壊対策の完成～ 

桑川
くわがわ

海岸(補助) ～桑川海岸侵食対策事業の完成～ 

日本海沿岸東北自動車道(直轄) ～神林・朝日間の供用～ 

一般国道８号糸魚川地区橋梁架替(直轄) ～両鬼
りょうき

橋
ばし

の架け替え完了～ 

 (主)新潟大外環状線(補助) ～横越
よこごし

バイパスの部分供用～ 

     黒井駅周辺地区(補助) ～駅周辺整備の完成～ 

【富山県】庄川(直轄) ～高岡地区 弱小堤対策の完成～ 

一般国道４１号猪
いの

谷
たに

楡原
にれはら

道路(直轄) ～ 庵
いおり

谷
だに

・楡
にれ

原
はら

間部分供用～ 

【石川県】福水
ふくみず

地すべり(補助) ～福水地区 地すべり対策の完成～ 

一般国道８号加賀拡幅(直轄) ～箱宮
はこみや

・松山町
まつやままち

間部分供用～ 

一般国道 249 号藤橋
ふじはし

バイパス(補助) ～古府
ふ る こ

町
まち

・国府町
こ く ぶ ま ち

間部分供用～ 

【山形県】飯豊
い い で

山系
さんけい

砂防(直轄) ～入山
いりやま

第２号砂防えん堤の完成～ 

【長野県】千曲
ち く ま

川
がわ

(直轄) ～古牧
こ ま き

地区 土地利用一体型水防災事業の完成～ 

     姫川砂防(直轄) ～浦川
うらかわ

床固工群の完成～ 

 

 

■主な継続事業 

【新潟県】大河津
お お こ う づ

可動堰改築事業(直轄) ～堰本体工事の整備推進～ 

     一般国道 253 号八箇峠道路 ～トンネル、改良、橋梁工事の整備推進～ 

     新潟港 国際海上ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ(直轄) ～岸壁及び航路・泊地の整備推進～ 

国営越後丘陵公園(直轄) ～里山
さとやま

フィールドミュージアムの整備推進～ 

【富山県】下新川
しもにいかわ

海岸(直轄) ～越波・浸水対策の整備推進～ 

一般国道４７０号 能
のう

越
えつ

自動車道七尾氷見道路(直轄) 

   ～トンネル、改良、橋梁工事の整備推進～ 

     富山新港（東西線） (直轄) ～新湊大橋の整備推進～ 

     富山駅付近連続立体交差(補助) ～本体工事の整備促進～ 

【石川県】 梯
かけはし

川
がわ

(直轄) ～小松地区 分水路等の整備推進～ 

     浅野川(補助) ～広域河川改修事業の整備促進～ 

一般国道４７０号能
のう

越
えつ

自動車道七尾氷見道路(直轄) 

   ～用地買収、改良、橋梁工事の整備推進～ 

     金沢港 多目的国際ﾀｰﾐﾅﾙ(直轄) ～航路および防波堤等の整備推進～ 

【福島県】滝坂
たきさか

地区地すべり対策(直轄) ～集水井、排水トンネルの整備推進～  

【長野県】千曲川(直轄) ～千曲川中流域自然再生事業の整備推進～ 

【岐阜県】神通川砂防(直轄) ～新穂高渓流保全工の整備推進～ 

【福井県】福井港海岸(直轄) ～離岸堤(潜堤)、護岸(改良)の整備推進～ 
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Ⅱ 主要事業の概要 
各県別の主要事業の概要 

 

１）新潟県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

飯豊
い い で

山系
さんけい

 

（砂防） 

女川
おんながわ

第４号砂防えん堤の完成 

平成１６年７月豪雨により、土砂流出、地域住民の避難

のあった荒川
あらかわ

水系女川
おんながわ

において、基幹えん堤となる

女川
おんながわ

第４号砂防えん堤を完成させます。 

関川
せきかわ

村 Ｐ１ 

関川
せきかわ

砂防 

（補助） 

 

和田川
わ だ が わ

砂防えん堤工の完成 

人家２２戸と地域間交流を担う唯一の基幹道路である県

道上越飯山線等を保全し、併せて集落の孤立化を防止す

るため、砂防えん堤の整備を促進し、事業を完成させま

す。 

上越
じょうえつ

市  

番
ばん

神
じん

急傾斜 

（補助） 

 

 

 

番
ばん

神
じん

地区 急傾斜地崩壊対策の完成 

平成１９年７月１６日発生した新潟県中越沖地震により

法枠・擁壁等の既存施設が破損したことから、崖端及び

崖直下の人家を守るため、斜面対策の整備を促進し、事

業を完成させます。 

柏崎
かしわざき

市 Ｐ２ 

桑川
くわがわ

海岸 

（補助） 

桑川
くわがわ

海岸侵食対策事業の完成 

海岸侵食の著しい桑川
くわがわ

海岸において、海岸侵食を防止す

るため人工リーフの整備を促進し、事業を完成させます。

村上
むらかみ

市 Ｐ３ 

●継続事業    

荒川
あらかわ

 貝附
かいつけ

地区 河道掘削の整備推進 

洪水を安全に流下させる断面が不足している村上市
む ら か み  

貝附
かいつけ

地区の河道掘削の整備を推進します。 

村上
むらかみ

市  

信濃
し な の

川
がわ

下流
かりゅう

 上所
かみところ

地区 やすらぎ堤の整備推進 

新潟
にいがた

市の中心市街地を貫流し、背後に都市機能が集中す

る新潟
にいがた

市上所
かみところ

地区においてやすらぎ堤の整備を推進し

ます。 

新潟
にいがた

市 Ｐ４ 

信濃
し な の

川
がわ

 大河津
お お こ う づ

可動堰
か ど う ぜ き

改築の整備推進 

老朽化が著しく、洪水の流下の阻害となっている大河津

可動堰の改築について、堰本体の整備を推進します。 

 

 

長岡
ながおか

市 

燕
つばめ

市 

Ｐ５ 

阿賀野
あ が の

川
がわ

 横越
よこごし

地区 地域連携事業の整備推進 

雄大な阿賀野川を背景とした親水空間と水辺空間の形成

を図るため、新潟市が整備する「阿賀野川フラワーライ

新
にい

潟
がた

市 Ｐ６ 
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ン」と一体となった緩傾斜盛土・親水護岸等の整備を推

進します。 

飯豊
い い で

山系
さんけい

 

（砂防） 

下赤谷
しもあかたに

砂防えん堤の整備推進 

下赤谷
しもあかたに

地区の土石流危険渓流において土石流対策とし

て下赤谷
しもあかたに

砂防えん堤の整備を推進します。 

胎内
たいない

市  

飯豊
い い で

山系
さんけい

 

（砂防） 

上荒沢
かみあらさわ

砂防えん堤群の整備推進 

上荒沢
かみあらさわ

地区の土石流危険渓流において土石流対策とし

て上荒沢
かみあらさわ

砂防えん堤群の整備を推進します。 

新発田
し ば た

市  

飯豊
い い で

山系
さんけい

 

（砂防） 

馬
ま

取
とり

地区
ち く

砂防えん堤群の整備推進 

馬
ま

取
とり

地区
ち く

の土石流危険渓流において土石流対策として

馬
ま

取
とり

地区
ち く

砂防えん堤群の整備を推進します。 

阿賀
あ が

町  

信濃
し な の

川
がわ

下流
かりゅう

 

（砂防） 

芋川
いもがわ

における砂防事業の整備推進 

平成１６年１０月の新潟
にいがた

県中越
ちゅうえつ

地震により流域内で

多数の山腹崩壊や地すべりが発生し、大量の不安定土砂

が堆積している芋川
いもがわ

において砂防えん堤及び渓岸保全工

の整備を推進します。 

長岡
ながおか

市 

小千谷
お ぢ や

市 

魚沼
うおぬま

市 

川口
かわぐち

町 

Ｐ７ 

芋川
いもがわ

地区 

（地すべり対

策） 

芋川
いもがわ

地区地すべり対策の整備推進 

平成１６年１０月の新潟
にいがた

県中越
ちゅうえつ

地震により流域内で

多数の山腹崩壊や地すべりが発生し、流域の荒廃が進ん

だ芋川
いもがわ

において地すべり対策の整備を推進します。 

長岡
ながおか

市 

小千谷
お ぢ や

市 

魚沼
うおぬま

市 

川口
かわぐち

町 

Ｐ８ 

姫川
ひめかわ

 

（砂防） 

葛
くず

葉
は

山腹工の整備推進 

葛葉地区の広大な崩壊法面に対し、土砂生産を抑制す

るため、葛
くず

葉
は

山腹工の整備を推進します。 

糸魚川
い と い が わ

市 Ｐ９ 

新潟
にいがた

海岸
かいがん

 金
きん

衛町
えいちょう

工区 人工リーフ等の整備推進 

冬期風浪等により海岸の侵食が著しい新潟市金
きん

衛町
えいちょう

工

区において海岸侵食を防止するため人工リーフ及び養浜

等の海岸保全施設の整備を推進します。 

新潟市
に い が た

 Ｐ１０

中ノ
な か の

口
くち

川
がわ

 

（補助） 

中ノ
な か の

口
くち

川
がわ

広域河川改修事業の整備促進 

平成１６年７月１３日の豪雨で破堤の危機に見舞われた

中
なか

ノ
の

口
くち

川
がわ

について、堤防断面が不足している区間の築堤

を促進します。 

新潟
にいがた

市  

国
こく

府川
ふ が わ

他環境 

（補助） 

国府川
こ く ふ が わ

他統合河川環境整備事業の整備促進 

トキを野生復帰させるために必要なトキ及び餌生物等の

生息環境の保全・再生を図るため、国府川他での自然再

生事業を促進します。 

佐渡
さ ど

市 Ｐ１１
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［道路］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

日本海
に ほ ん か い

沿岸
えんがん

東北
とうほく

自動
じ ど う

車道
しゃどう

 

荒川
あらかわ

胎内
たいない

ＩＣ～朝日
あ さ ひ

ＩＣ(仮称)間の整備推進 

日本海沿岸東北自動車道は、新潟空港ＩＣを起点とし、

酒田
さ か た

市、秋田
あ き た

市を経て青森
あおもり

ＩＣに至る延長約３２０km の

高規格幹線道路です。新潟県内の荒川
あらかわ

胎内
たいない

ＩＣ～朝日
あ さ ひ

(仮称)間の約２０km について、平成１７年度より新直轄

方式で整備しており、平成２１年度には、荒川胎内～

神林
かみはやし

IC（仮称）間の供用を図る予定です。平成２２年度

は、舗装工事を推進し、神林
かみはやし

IC（仮称）～朝日
あ さ ひ

IC（仮称）

間の平成２２年度内の供用を図る予定です。 

村上
むらかみ

市 Ｐ１２

国道８号 糸魚川
い と い が わ

地区橋梁架替の整備推進 

糸魚川地区橋梁架替は、国道８号の上越
じょうえつ

市から糸魚川市

間の塩害環境下にある区間において、塩害による損傷が著

しい橋梁の恒久対策として架け替えを行い、安全で円滑な

交通を確保することを目的とした事業です｡平成２２年度は、

両鬼
り ょ う き

橋
ば し

（L=60m）の架け替えを完了させるとともに、能生
の う

大

橋（L=126m）及び青海
お う み

跨線橋（L=22m）の下部工に着手しま

す。 

糸魚川
い と い が わ

市 Ｐ１３

国道１１６号 大河津
お お こ う づ

橋橋梁補修事業の推進 

橋梁の保全と長寿命化による安全な交通の確保を目的

とする事業です。平成２２年度は、損傷した主桁の塗装

塗替、支承・伸縮装置の交換などを推進します。 

長岡
ながおか

市 Ｐ１４

主要地方道 

新潟
にいがた

大外
おおそと

環 状
かんじょう

線 

（補助） 

横越
よこごし

バイパスの整備促進 

横越
よこごし

バイパスは、新潟
にいがた

都市圏を環状に連結する事による

ネットワークの形成、市街地への交通円滑化、沿道に集

積する工業団地や新潟
にいがた

空港、新潟
にいがた

東
ひがし

港などの国際交通拠

点へのアクセス向上などを図る事を目的とする延長３．

２ｋｍの４車線道路です。平成２２年度は、用地買収及

び改良・舗装工を促進し、延長１．６ｋｍ区間の２車線

供用を図る予定です。 

新潟
にいがた

市 Ｐ１５

●継続事業    

国道８号 新潟地区交通対策（(仮称)逢
お う

谷内
や ち

IC）の整備推進 

（仮称）逢谷内 IC は、竹尾
た け お

IC、海
え

老ヶ瀬
び が せ

IC の慢性的な渋滞、

及び住宅地域の交通安全問題に対応するため、竹尾 IC と

海老ヶ瀬 IC 間の市道大平
たいへい

大淵
おおぶち

線との交差地点にハーフラ

ンプを新設するものです。平成２２年度は、（仮称）逢谷内 IC

の工事に着手します。 

新潟
にいがた

市 Ｐ１６
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国道８号 善久寺
ぜんきゅうじ

交差点改良事業の推進 

交差点における交通事故の削減と安全で安心して利用

できる通行空間の確保を目的とした事業です。平成２２

年度は用地買収を推進します。 

三条
さんじょう

市  

国道１７号 芝原
し ば は ら

地区防雪対策の整備促進 

芝原
しばはら

地区の防雪対策は、雪崩の発生による通行規制を解消

し、安全で円滑な冬期道路交通の確保を目的とする事業で

す。平成２２年度は、せり出し防止柵の整備を推進します。 

湯沢
ゆ ざ わ

町  

国道４９号 揚
あげ

川
かわ

改良の整備推進 

揚川改良は国道４９号阿賀
あ が

町
ま ち

大牧
おお まき

から黒岩
く ろ い わ

間の事前通行規

制区間（連続雨量 150mm）の解消及び本尊岩
ほんぞんいわ

・谷
たに

花
はな

地区の

岩石崩落等の危険箇所の回避を目的とした延長７．５km の

事業です。平成２２年度は、新揚川トンネルの工事に着手す

るとともに、新津
つ

川
がわ

トンネル、揚川橋の工事を推進します。 

阿賀
あ が

町
ま ち

  

国道４９号 小里
お さ と

歩道事業の推進                 

安全で安心して利用できる通行空間の確保を目的とし

た事業です。平成２２年度は歩道工事を推進します。 

阿賀野
あ が の

市  

国道２５３号 八箇峠
は っ か と う げ

道路の整備推進 

八箇峠道路は、地域高規格道路「上越
じょうえつ

魚沼
う お ぬ ま

地域振興快速

道路」の一部を構成し、十日町
と お か ま ち

市から南魚沼
みなみうおぬま

市の事前通行

規制区間の解消並びに関越自動車道六日町
む い か ま ち

ICへのアクセ

ス強化を目的とした延長９．７kmの事業です。平成２２年度

は、八箇峠トンネル(仮称)及び八箇地区、欠之上
か け の う え

地区の改

良・橋梁工事を推進します。 

十日町
と お か ま ち

市 

南魚沼
みなみうおぬま

市 
Ｐ１７

国道１１７号 

(補助) 

大倉
おおくら

バイパスの整備促進 

大倉バイパスは、中魚沼郡
なかうおぬまぐん

津南町
つ な ん ま ち

芦ヶ崎
あ し が さ き

地内の幅員
ふくいん

狭 小
きょうしょう

区間の解消による渋滞緩和を目的とする延長１．

３ｋｍの２車線道路です。平成２２年度はトンネル工事

を促進し、大倉トンネル本体工の完成を図ります。 

津南
つ な ん

町 Ｐ１８

国道４０３号 

(補助) 

 

小須戸田上
こ す ど た が み

バイパスの整備促進 

小須戸田上バイパスは、新潟市
に い が た し

から三条市
さんじょうし

間の交通混雑の

緩和、交通事故対策を目的とする延長７．８ｋｍの４車線の道

路です。平成２２年度は遺跡調査、改良工事を促進します。 

新潟
にいがた

市 

田上
た が み

町 
 

国道４０２号 

(補助) 

新潟
にいがた

海岸
かいがん

バイパスの整備促進 

新潟海岸バイパスは、新潟市市街地の東西方向の交通混

雑の緩和と、現道の事故低減を目的とする延長９．０ｋ

ｍの４車線道路です。平成２２年度は橋梁上部工事を促

進し、新川大橋（仮称）の完成を図ります。  

新潟
にいがた

市 Ｐ１９
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一般県道 

多田
お お た

皆川
みながわ

金井
か な い

線 

（補助） 

小倉峠
おぐらとうげ

道路の整備促進 

小倉峠
おぐらとうげ

道路は、急勾配・幅員狭小などの交通支障箇所及

び道路防災点検による危険箇所の解消を目的とする延

長１０．１ｋｍの２車線道路です。平成２２年度は小倉
お ぐ ら

峠
とうげ

トンネル（仮称）のトンネル工事を促進します。 

佐渡
さ ど

市 Ｐ２０

 

［港湾空港］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    
新潟港 国際海上コンテナターミナル〔東港地区〕 

東アジア地域との物流増加に対応し、地域産業の国際競

争力強化と船舶の安定就航を図るとともに、被災時の物

流機能を確保する国際海上コンテナターミナル（耐震強

化岸壁）の整備を推進します。 

新潟
にいがた

市 Ｐ２１

新潟港 

（補助） 

緑地（信濃川左岸）〔西港地区〕 

港、水辺空間に親しめる憩いの場の創出を図るとともに

新潟市歴史博物館(愛称：みなとぴあ)、萬代
ばんだい

橋、やすら

ぎ堤を遊歩道の回廊で結ぶ修景緑地の整備を促進しま

す。 

新潟
にいがた

市 Ｐ２２

新潟港海岸 新潟港海岸〔西海岸地区〕海岸保全施設整備事業 

護岸の老朽化や離岸堤の沈下が進み、背後地域への越波

被害が生じていることから、面的防護工法による抜本的

な保全対策を目的とした海岸保全施設の整備を推進し

ます。 

新潟
にいがた

市 Ｐ２３

新潟港海岸 

（補助） 
新潟港海岸 侵食対策事業〔松浜地区、聖

せい

籠
ろう

地区〕 

冬期風浪等による海岸線の衰退を防止するとともに、

白砂
はくしゃ

青松
せいしょう

を創出するため、突堤の整備を促進します。 

新潟
にいがた

市  

新潟港 聖籠
せいろう

海洋レクリエーション交流拠点の整備計画 

（交付金：みなと振興交付金） 

トキめき新潟国体を契機に、みなとの賑わい及び地域の

活性化を図るため、セーリングの拠点として海洋レクリ

エーションの交流拠点となる施設整備を促進します。 

聖
せい

籠
ろう

町  

直江津港 防波堤（第３東）〔荒浜ふ頭地区〕 

ＬＮＧ（液化天然ガス）火力発電所の平成２４年度運転

開始に向け、安定的な荷役と航行船舶の安全確保のた

め、防波堤の整備を推進します。 

上越
じょうえつ

市  

岩船港 

（補助） 

泊地(-5.5m)〔中央地区〕 

航行船舶の安全確保のため、泊地の整備を促進します。 村上
むらかみ

市  

岩船港海岸 

（補助） 
岩船港海岸 侵食対策事業〔瀬波

せ な み

地区〕 

面的防護工法により海岸侵食から温泉街等背後地を保

全するとともに、景観や利用に配慮した海岸を創出する

ため、突堤の整備を促進します 

村上
むらかみ

市  

姫川港 

（補助） 

国内物流ターミナル〔西ふ頭地区〕 

対岸諸国の需要増大が見込まれる石灰石等の効率的な

輸送に対応すると共に、現在顕在化している岸壁と水深

の不足を解消するため、国内物流ターミナルの整備を促

進します。 

 

糸魚川
い と い が わ

市 Ｐ２４
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姫川港 

（補助） 
静 脈
じょうみゃく

物流拠点港（ﾘｻｲｸﾙﾎﾟｰﾄ）の整備〔西ふ頭地区〕 

糸魚川地域の物流拠点として、また増加する貨物量や船

舶の大型化に対応した港の拡張を図るため、護岸(防波)

の整備を促進します。 

糸魚川
い と い が わ

市  

姫川港海岸 

（補助） 
姫川港海岸 侵食対策事業〔青海

お う み

・寺地
て ら じ

地区〕 

冬期風浪等による海岸線の衰退を防止するとともに、

人々が親しむことのできる海岸を創出するため、離岸

堤、護岸の整備を促進します。 

糸魚川
い と い が わ

市  

両津港 

（補助） 

防波堤（北）（改良）〔湊地区〕 

航行船舶の安全確保のため、防波堤の改良工事（消波工）

を促進します。 
佐渡
さ ど

市  

両津港海岸 

（補助） 

両津港海岸 侵食対策事業〔湊・河崎地区〕 

冬期風浪等による海岸侵食や越波被害を防止するため、

離岸堤の整備を促進します。 
佐渡
さ ど

市  

両津港 佐渡
さ ど

観光交流促進計画（交付金：みなと振興交付金） 

観光客が年々減少している佐渡島において、リピーター

率の向上を図るため、マイカー観光客等に島内観光情報

提供施設等、両津港の旅客ターミナル周辺の整備を促進

します。 

佐渡
さ ど

市  

 

[都市・住宅］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

黒井
く ろ い

駅周辺 

地区 

（補助） 

 

 

まちづくり交付金 

黒井駅周辺地区は、駅前広場と自由通路整備、コミュニ

ティバスの運行による交通利便性の向上、住宅団地内浸

水対策としての排水ポンプ増設等を実施し、賑わい創出

と暮らしやすいまちの創造を進めています。平成２２年

度は、駅前広場と自由通路整備を促進し、完成する予定

です。 

上越
じょうえつ

市 Ｐ２５

紫雲寺
し う ん じ

記念
き ね ん

 

公園 

（補助） 

都市公園事業 

紫雲寺記念公園は、新発田市の海浜部に位置する健康運

動公園であり、また地域の海洋性レクリエーション基地

の中核施設となる公園です。平成 22 年度は海水浴・親

水ゾーンの護岸整備を促進し、完成する予定です。 

新発田
し ば た

市  

大手通
おおてどおり

 

中央
ちゅうおう

東
ひがし

地区 

（補助） 

 

市街地再開発事業 

大手通中央東地区は、土地の合理的利用と都市機能の更

新を図り、災害にも強い安全な街区を形成するととも

に、公共機能を導入することで、他の事業と一体となっ

た「まちなか回帰」を促進します。平成２２年度は、施

設建築物整備を促進し、完成する予定です。 

長岡
ながおか

市  

●継続事業    

柏崎駅前地区 

（補助） 

まちづくり交付金 

柏崎駅前地区は、柏崎駅を中心とした市街地に様々な都

市機能を集積し、まちなかの活力の再生を図るコンパク

トなまちづくりを進めています。平成２２年度は、新市

民会館の整備、駅前地区の土地区画整理を促進します。

柏崎
かしわざき

市  
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都市計画道路 

窪
く ぼ

田沢
た さ わ

根
ね

線
せ ん

  

（補助） 

街路事業 

都市計画道路窪田沢根線は、主要地方道佐渡
さ ど

一周
いっしゅう

線
せん

のう

ち、窪田
く ぼ た

～沢根
さ わ ね

閒の狭隘区間を解消し、佐渡地域におけ

る広域ネットワーク、都市防災性の機能向上を図ること

を目的とする事業です。平成22年度は未供用区間の改良

工事等を促進します。 

佐渡
さ ど

市  

新潟駅付近連

続立体交差

事業 

（補助） 

街路事業 

新潟駅付近連続立体交差事業は、ＪＲ信越本線等の連続

高架化および交差道路を整備し、安全で円滑な都市交通

を確保するとともに、南北市街地の一体化による都市の

活性化を目的とする事業です。平成22年度は、在来線の

仮移設工事等を促進します。 

新潟
にいがた

市 Ｐ２６

新潟市木戸
き ど

地

区雨水貯留管
ちょりゅうかん

の整備促進 

（補助） 

公共下水道事業 

新潟市木戸地区は、平成１０年８月４日などの集中豪雨によ

り度重なる浸水被害が発生しました。このため、恒久的な雨

水対策として、平成２２年度も引き続き雨水貯留管工事を促

進します。 

新潟
にいがた

市  

国営越後
え ち ご

丘 陵
きゅうりょう

公園 

（直轄） 

都市公園事業 

・里山
さとやま

フィールドミュージアムの整備推進 

「里山フィールドミュージアム」は、雪国越後の里山を復元

し、自然資源を活かした様々な体験学習や雪国の里山の情

報発信、またかつての雪国の里山の暮らし体験と、自然に

やさしいこれからのライフスタイルの体験の場として整備を

進めており、平成 19 年度から一部開園しています。平成 22

年度も引き続き「里山ふれあいエリア」及び「里山探勝エリ

ア」の整備を推進します。 

 

 

 

長岡
ながおか

市 

 

 

 

Ｐ２７

出雲崎海岸 

地区 

（補助） 

街なみ環境整備事業 

出雲崎海岸地区は、魅力ある歴史街並景観の保全及び創

造、さらに地域の活性化を目指す街並再生を進めていま

す。平成２２年度は、街道の美装化（カラー舗装）、住

宅の修景整備等を促進します。 

 

出雲崎
い ず も ざ き

町 

 

 

 

［営繕］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    

新潟第２ 

地方合同庁舎 

（Ⅱ期） 

 

平成１７年度に完成した新潟第２地方合同庁舎（Ⅰ期）

に引き続き、新潟市内にある国の官署を集約・合同化し、

行政サービスの向上や防災機能の強化等を図り、近接す

る県庁・業務施設と一体となった新たな都市拠点の形成

を目指し整備します。 

新潟
にいがた

市 Ｐ２８

●完成事業    

長岡 

地方合同庁舎 

 

長岡市内にある国の官署を集約・合同化し、行政サービ

スの向上や防災機能の強化等を図ると共に、平成１７年

１１月に長岡市が計画策定した「長岡防災シビックコア

地区」に位置していることから安全安心な防災拠点とし

 

長岡
ながおか

市 

 

Ｐ２９
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て、また業務・商業施設等と一体となった新たな都市拠

点の形成を目指し整備します。 

 

２）富山県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

神通
じんづう

川
がわ

 

（熊野川
く ま の が わ

） 

荒屋
あ ら や

地区 弱 小 堤
じゃくしょうてい

対策の完成 

洪水を安全に流下させるための堤防断面が不足してい

る富山
と や ま

市荒屋
あ ら や

地区において堤防を整備し一連区間を完

成させます。 

富山
と や ま

市  

庄川
しょうがわ

 高岡
たかおか

地区 弱 小 堤
じゃくしょうてい

対策の完成 

平成１６年１０月２０日の台風２３号による出水で危

険水位を超過し避難勧告が発令された庄川
しょうがわ

下流部にお

いて洪水を安全に流すため、弱
じゃく

小堤
しょうてい

となっている高岡
たかおか

市高岡
たかおか

地区の一連区間の堤防を完成させます。 

高岡
たかおか

市 Ｐ３０

●継続事業    

常
じょう

願
がん

寺川
じ が わ

 水橋
みずはし

地区 急流河川対策の整備推進 

堤防の護岸の基礎の深さが不足し、出水時の大きなエネ

ルギーにより洗掘・侵食による堤防決壊を防止するた

め、富山
と や ま

市水橋
みずはし

地区において根継護岸の整備を推進しま

す。 

富山
と や ま

市  

小矢部
お や べ

川
がわ

 百
どの

橋
はし

地区 守
もり

山川
やまがわ

放水路合流点処理の整備推進 

高岡
たかおか

市が整備する守山
もりやま

川
がわ

放水路の整備と合わせ高岡
たかおか

市

百
どの

橋
はし

地区において合流点処理として管理橋・護岸工等の

整備を推進します。 

高岡
たかおか

市 Ｐ３１ 

小矢部
お や べ

川
がわ

 綾子
あ や こ

地区 薮
やぶ

波
なみ

川合流点処理の整備推進 

富山県が整備する薮
やぶ

波
なみ

川の改修に合わせ小矢部
お や べ

市綾子
あ や こ

地区において合流点処理として樋門の整備を推進しま

す。 

小矢部
お や べ

市  

庄
しょう

川
かわ

 雄
お

神
がみ

地区 地域連携事業の整備推進 

庄川温泉や江戸期に造られた松川除
まつかわよけ

堤防などの既存観

光資源と連携した交流拠点整備として、砺波市が整備す

る河川公園と一体となった散策路の整備を推進します。

 

砺
と

波
なみ

市 
Ｐ３２ 

神
じん

通
づう

川
がわ

 神通川自然再生事業の整備推進 

元来、神通川に多数生息していたサクラマスが棲めるよ

うな瀬・淵構造を再生することにより、多様な生物が生

息する神通川本来の河川環境に近づけるため、富山市

新保
し ん ぼ

地区において淵の再生を推進します。 

富
と

山
やま

市 Ｐ３３ 
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利賀
と が

ダム 利賀
と が

ダム建設事業の整備推進 

ダム本体工事に必要な工事用道路及び用地補償を推進

します。 

南砺
な ん と

市 Ｐ３４ 

常
じょう

願
がん

寺川
じ が わ

 

（砂防） 

白岩
しらいわ

砂防えん堤補強対策の整備推進 

立山カルデラからの土砂流出を抑制するため、カルデ

ラ出口に位置する重要文化財「白岩
しらいわ

堰堤
えんてい

砂防施設」の補

強対策を推進します。 

富山
と や ま

市 

立山
たてやま

町 
Ｐ３５ 

黒部
く ろ べ

川
がわ

 

（砂防） 

黒薙
くろなぎ

川
がわ

砂防えん堤群の整備推進 

黒薙
くろなぎ

川
がわ

上流域の崩壊地及び河床堆積物からの土砂流

出を抑制するため、黒薙
くろなぎ

川
がわ

砂防えん堤群の整備を推進し

ます。 

黒部
く ろ べ

市 Ｐ３６

下新川
しもにいかわ

海岸
かいがん

 越
えっ

湖
こ

地区・五十里
い か り

地区 越波・浸水対策の整備推進 

平成２０年２月２４日に発生した高波浪により被害を

受けた下新川海岸において越波による浸水被害を防止

するため黒部市越湖
え っ こ

地区、入善
にゅうぜん

町五十里
い か り

地区の海岸保全

施設の整備を推進します。  

黒部
く ろ べ

市

入善
にゅうぜん

町 
Ｐ３７

泉
いずみ

川
かわ

 

（補助） 

泉川
いずみかわ

総合流域防災事業の整備促進 

平成２０年８月１６日の豪雨により浸水被害が発生し

た泉川
いずみかわ

について、浸水被害を解消するため、築堤を促進

します。 

氷見
ひ み

市  

熊
くま

野
の

川
がわ

ダム 

（補助） 

熊
くま

野
の

川
がわ

ダム施設改良事業の整備促進 

富山市の洪水防御機能及び既得用水取水の安定化等を

向上させるため、常用洪水吐改造及び水道容量買取補償

等を促進します。 

富
と

山
やま

市 Ｐ３８ 

小矢部
お や べ

川
がわ

砂防 

（補助） 

 

 

 

池川
いけがわ

渓流保全工の整備促進 

平成２０年７月２８日の豪雨により、床上床下浸水５２

戸、耕地への土砂流入等、甚大な被害が発生した池川に

おいて、再度災害を防止するため、渓流保全工の整備を

促進します。 

南砺
な ん と

市 Ｐ３９ 

大杉
おおすぎ

台
だい

急傾斜 

（補助） 

 

 

 

大杉
おおすぎ

台
だい

地区急傾斜地崩壊対策の整備促進 

高さ２０～２５ｍ、勾配３０°を超える急斜面で、平成

１５年、１６年には豪雨により斜面崩壊等が発生してい

ることから、人家２０戸を守るため、斜面対策の整備を

促進します。 
 

魚津
う お づ

市  

境
さかい

海岸 

（補助） 

境
さかい

海岸侵食対策事業の整備促進 

平成２０年２月２４日に高波災害を受けた境海岸にお

いて、緩
かん

傾斜
けいしゃ

護岸を整備するともに、海象状況をリアル

朝
あさ

日
ひ

町
まち

 Ｐ４０ 
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タイムに把握するために、ＣＣＴＶカメラの整備を促進

します。 

富山
と や ま

海岸 

（補助） 

富山
と や ま

海岸侵食対策事業の整備促進 

海岸侵食の著しい富山
と や ま

海岸において、海岸侵食を防止す

るため人工リーフの整備を促進します。 

富
と

山
やま

市  

 

［道路］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

国道８号 滑川
なめりかわ

富山
と や ま

バイパスの４車線化整備推進 

滑川富山バイパスは、国道８号滑川市から富山市間の交通

渋滞の緩和を目的とした延長４．９kmの事業です。平成２２

年度は舗装工事及び道路付属施設等の整備を推進し、滑

川市稲
いな

泉
いずみ

から上市町
かみいちまち

竹鼻
たけはな

間（L=2.9km）の４車線化供用を

図り、全線の４車線化を完了する予定です。 

滑川
なめりかわ

市 

上市
かみいち

町 
 

国道８号 黒部
く ろ べ

大橋
おおはし

橋梁補修事業の推進 

橋梁の保全と長寿命化による安全な交通の確保を目的

とする事業です。平成２２年度は、損傷した主桁等の補

強や塗装塗替を推進します。 

黒部
く ろ べ

市 Ｐ４１ 

国道４１号 猪谷
いのたに

楡原
にれはら

道路【富山
と や ま

高山
たかやま

連絡道路】の整備推進 

猪谷
いのたに

楡原
にれはら

道路は、国道４１号の事前通行規制区間の解消

及び幅員狭小による除雪障害等の解消を目的とした延長

７．４kmの事業です。平成２２年度は、 庵
いおり

谷
だに

地区の改良工

事を推進し、富山市庵谷～楡原間（L=3.0km）の供用を図る

とともに、猪谷～片
かた

掛
かけ

間（L=1.6㎞）の用地買収に着手しま

す。 

富山
と や ま

市 Ｐ４２

国道４１号 庵
いおり

谷
だに

１号
ごう

橋
きょう

耐震補強事業の推進 

国道８号は、北陸地方の主要都市を連絡する主要幹線道

路であり、富山市に位置する庵谷１号橋が地震で被災し

た場合、緊急輸送道路の分断が予想されるとともに、地

域の社会・経済活動に大きな支障をきたす恐れがあるた

め、早急に橋脚等の耐震補強を行い、耐震性の向上を図

ります。 

富山
と や ま

市  

●継続事業    

国道４７０号 七尾
な な お

氷見
ひ み

道路【能
のう

越
えつ

自動車道】の整備推進 

七尾氷見道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用

道路として整備を進めている｢能越
のうえつ

自動車道｣の一部であ

り、富山県内では、石川県境から氷見市大野
お お の

間の延長約１

４．５kmで事業を推進しています。平成２２年度は、石川県

氷見
ひ み

市 Ｐ４３
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境から氷見
ひ み

北
き た

IC間の、トンネル、改良、橋梁工事を推進しま

す。 

国道８号 入 善
にゅうぜん

黒部
く ろ べ

バイパスの整備推進 

入善黒部バイパスは、入 善
にゅうぜん

町
まち

から魚津
う お づ

市間の交通混雑の

緩和を目的とした延長１６．１kmの事業です。平成２２年度

は、用地買収及び埋蔵文化財調査を推進するとともに、改

良・橋梁工事を推進します。 

 

入 善
にゅうぜん

町
まち

黒部
く ろ べ

市

魚津
う お づ

市 

Ｐ４４

国道８号 横尾
よ こ お

自歩道事業の推進 

安全で安心して利用できる通行空間の確保を目的とし

た事業です。平成２２年度は用地買収及び自歩道工事を

推進します。 

朝日
あ さ ひ

町  

国道１５６号 南 幸 町
みなみさいわいまち

電線共同溝事業の推進 

安全で安心して利用できる通行空間の確保と歴史的街

並みと一体となった景観形成を目的とした事業です。平

成２２年度は電線類の地中化を推進します。 

高岡
たかおか

市  

国道３０４号 

（補助） 

高宮
たかみや

バイパスの整備促進 

高宮
たかみや

バイパスは、南砺
な ん と

市福光
ふ く み つ

地区における幅員狭小区間

の解消、ＪＲ隣接並走区間の各交差点における滞留スペ

ース不足による事故危険箇所の解消を目的とする延長

１．７kmの２車線道路です。平成２２年度は、用地取

得を促進します。 

南砺
な ん と

市  

国道４１５号 

（補助） 

富山
と や ま

東
ひがし

バイパスの整備促進 

富山東バイパスは、富山市北部地域における幅員
ふ く い ん

狭小
きょうしょう

区

間の解消と、ＪＲ北陸本線との踏切部等によって発生す

る渋滞解消を目的とする延長１．８ｋｍの４車線道路で

す。平成２２年度は用地取得を促進するとともに、地下

横断歩道工事に着手します。 

富山
と や ま

市 Ｐ４５ 

主要地方道 

高岡
たかおか

環状
かんじょう

線 

（補助） 

高岡
たかおか

環状
かんじょう

線の整備促進 

高岡
たかおか

環状
かんじょう

線は、能
のう

越
えつ

自動車道、国道８号及び国道１５６

号の相互を連絡し、高岡
たかおか

市街地の交通円滑化を目的とす

る延長２．６ｋｍの４車線道路です。平成２２年度は埋

文調査、用地買収及び改良工事を推進する他、ＪＲ跨線

橋上部工を促進します。 

高岡
たかおか

市 Ｐ４６ 

 

 

［港湾空港］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    
伏木富山港 防波堤(北)〔伏木地区〕 

伏木地区において、貨物の増加や船舶の大型化に対応す

るための多目的国際ターミナル整備事業として港内

静穏度
せ い お ん ど

の確保を目的とした防波堤の整備を推進します。

高岡
たかおか

市 Ｐ４７
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伏木富山港 臨港道路（富山新港東西線）〔新湊
しんみなと

地区〕 

新湊地区の物流の円滑化および交通利便性向上のため、

港口の東西を結ぶ臨港道路の整備を推進します。 

射水
い み ず

市 Ｐ４８

伏木富山港 

（補助） 

道路(外港１号)〔伏木地区〕 

伏木外港における物流機能の強化を図るため、伏木万葉

大橋を含む臨港道路の整備を促進します。 
高岡
たかおか

市 Ｐ４９

伏木富山港 

（補助） 

緑地(東埋立)〔新湊地区〕 

海竜スポーツランドや新湊マリーナ等の周辺施設と連

携し、地域の人々に親しまれるウォーターフロントを創

出する、遊歩道、せせらぎ、植栽等を備えた緑地の整備

を促進します。 

射水
い み ず

市  

伏木富山港 

（補助） 

港湾公害防止対策事業（浚渫）〔富山地区〕 

富岩
ふ が ん

運河等に堆積した有害物質を含有する有機汚泥の

処理対策を促進します。 

富山
と や ま

市  

伏木富山港 

海岸 

（補助） 

伏木富山港海岸 侵食対策事業〔富山地区、新湊地区〕

冬期風浪等による海岸侵食を防止するため、離岸堤の整

備を促進します。 

富山
と や ま

市 

射水
い み ず

市 
 

伏木富山港 

海岸 

（補助） 

伏木富山港海岸 海岸環境整備事業 

〔国分
こ く ぶ

地区、新湊地区、堀岡地区〕

海岸背後地域の安全を確保するとともに、高度で多様な

海洋性レクリエーションの場を創出するための海岸整

備を促進します。 

高岡
たかおか

市

射水
い み ず

市 
Ｐ５０

伏木富山港 富岩運河
ふ が ん う ん が

元気わくわくプロジェクト促進事業 

（交付金：みなと振興交付金） 

地域の歴史を秘めた文化財である富岩
ふ が ん

運河
う ん が

等を「憩いの

場」「環境学習の場」としてみなとの賑わいを創出するた

め、緑地等の整備を促進します。 

富山
と や ま

市  

魚津港 

（補助） 

港湾拡張整備〔北地区〕 

小型船だまりの整備拡充ならびに物流機能の強化に対

応するため、港湾の拡張整備を促進します。 
魚津
う お づ

市 Ｐ５１

魚津港海岸 

（補助） 

魚津港海岸 侵食対策事業〔魚津地区〕 

冬期風浪等による海岸侵食や越波被害防止のため、離岸

堤の整備を促進します。 
魚津
う お づ

市  

 

[都市・住宅］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

高山
たかやま

本線
ほんせん

沿線
えんせん

 

地区 

（補助） 

 

 

 

まちづくり交付金 

高山本線沿線地区は、主要駅における駅前広場やアクセ

ス道路整備改善・公共交通の利便性向上による居住環境

を整え、観光客のさらなる誘導を図るコンパクトなまち

づくりを進めています。平成２２年度は、高山本線の利

用促進を図るための社会実験や、アクセス道路整備、呉

羽丘陵多目的広場整備等を促進し、完成する予定です。

 

富山
と や ま

市  

富山県富岩
ふ が ん

運河環水
うんがかんすい

公園 

（補助） 

都市公園防災事業 

富山県富岩運河環水公園は、富山駅北地区開発計画のシ

ンボルとなる親水文化公園です。平成 21 年度に小運河

右岸が完成し、平成 22 年度は残る西地区の整備を促進

し、完成する予定です。 

富山
と や ま

市  
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●継続事業    

新高岡駅（仮

称）周辺地区 

（補助） 

 

 

 

まちづくり交付金 

新高岡駅（仮称）周辺地区は、交通結節機能の強化や、

既存交流施設等の有効活用を行い、歴史・文化資産を活

用した中心市街地の交流人口の拡大を図るまちづくり

を進めています。平成２２年度は、道路整備、駐車場整

備等を促進します。 

 

高岡
たかおか

市  

都市計画道路

呉羽
く れ は

町
まち

袋
ぶくろ

線
せん

 

（補助） 

街路事業 

都市計画道路呉羽町袋線は、老朽化が著しい富山大橋を

架け替え、緊急輸送道路機能の確保とともに、ラッシュ

時における渋滞緩和を図ることを目的とする事業です。

平成22年度は、富山大橋上部工事を促進します。 

富山
と や ま

市  

富山駅付近連

続立体交差事

業 

（補助） 

街路事業 

富山駅付近連続立体交差事業は、ＪＲ北陸本線等の連続

高架化および交差道路を整備し、安全で円滑な都市交通

を確保するとともに、南北市街地の一体化による都市の

活性化を目的とする事業です。平成22年度は、連立本体

工事等を促進します。 

富山
と や ま

市 Ｐ５２

中神
なかがみ

地区 

（補助） 

（補助：土地区画整理事業） 

中神地区は、土地区画整理事業による面的整備により、

公共施設整備や商業ゾーン･住宅ゾーンの造成を行い、

道路網の構築と健全で活力ある市街地形成を進めてい

ます。平成 22 年度は都市計画道路築造のための物件移

転を促進します。 

 

 

砺波
と な み

市 

 

黒部市下水道

バイオマスエ

ネルギー利活

用施設整備運

営事業の促進 

（補助） 

 

 

 

公共下水道事業 

黒部市は、ＰＦＩ事業により、下水処理場に食品残渣を受け

入れ、下水汚泥とあわせて処理・資源化し、発電用化石燃

料代替エネルギー等として利用するとともに、発生するバイ

オガスを処理場内でエネルギーとして利用し、温室効果ガス

の削減及び省エネルギー化を目的とした「民間活用型地球

温暖化対策下水道事業」による施設整備を全国で初めて実

施しています。平成２２年度は、汚泥乾燥設備工事等を促

進します。 

 

 

 

 

黒部
く ろ べ

市 

 

 

 

 

Ｐ５３

放生津
ほうじょうづ

地区 

（補助） 

 

 

 

住宅市街地総合整備事業 

重点密集市街地である放生津地区は、安心・安全なまち

づくりを進め多様な世代が住み続ける快適な居住環境

の創出、都市機能の整備改善を進めています。平成２２

年度は、老朽建築物等の除却、建替えを促進します。 

 

 

射水
い み ず

市 

 

 

 

３）石川県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

大聖
だいしょう

寺川
じ が わ

砂防 

（補助） 

 

大聖
だいしょう

寺川
じ が わ

砂防えん堤工の完成 

渓床勾配が急で巨礫が厚く不安定に堆積している大聖

寺川において、豪雨時には土砂災害が発生するおそれが

加賀
か が

市  
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あることから、砂防えん堤の整備を促進し、事業を完成

させます。 

福水
ふくみず

地すべり 

（補助） 

 

 

福水
ふくみず

地区 地すべり対策の完成 

平成１７年４月１日に大規模な地すべりが発生し、送電

線鉄塔が倒壊するなどの被害が出た福水地区において、

地すべりブロックの安定化を図るため、地すべり対策の

整備を促進し、事業を完成させます。 

羽咋
は く い

市 Ｐ５４

●継続事業    

手取
て ど り

川
がわ

 湊
みなと

地区 手取川
て ど り が わ

下流部河道掘削の整備推進 

洪水を安全に流下させる河道断面が不足している手取
て ど り

川
がわ

下流部白山
はくさん

市湊
みなと

地区において河道掘削を推進します。

白山
はくさん

市  

梯
かけはし

川
がわ

 小松
こ ま つ

地区 分水路等の整備推進 

平成１８年７月１７日をはじめ近年避難勧告や避難準

備情報が発令されている梯川において洪水を安全に流

下させるため小松
こ ま つ

市小松
こ ま つ

地区の分水路等の整備を推進

します。 

小松
こ ま つ

市 Ｐ５５

手取
て ど り

川
がわ

 手取川自然再生事業の整備推進 

近年失われた砂礫河原を再生することにより、石川県の

名の由来ともなった「石の河原」を復元し、手取川本来

の河川環境を再生するため、白山
はくさん

市鶴来
つ る ぎ

地区において河

床整正を推進します。 

白山
はくさん

市 Ｐ５６

手取
て ど り

川
がわ

 

（砂防） 

別当
べっとう

谷
だに

法面対策の整備推進 

平成１６年５月に土石流が発生するなど荒廃の激し

い別当
べっとう

谷
だに

右岸法面において、斜面の安定のため法面対策

工を推進します。 

白山
はくさん

市 Ｐ５７

甚之
じ ん の

助谷
すけだに

地区 

(地すべり対

策） 

甚之
じ ん の

助谷
すけだに

地区地すべり対策の整備推進 

白山
はくさん

の南西側斜面、手取
て ど り

川
がわ

の最上流部に位置する甚之
じ ん の

助谷
すけたに

地区において、地すべりの原因となる地下水の排除

を主体とした地すべり対策を推進します。 

白山
はくさん

市 Ｐ５８

石川
いしかわ

海岸
かいがん

 小松
こ ま つ

工区 人工リーフ等の整備推進 

冬期風浪等により侵食の著しい石川海岸において、海岸

侵食対策として小松
こ ま つ

市小松
こ ま つ

工区の人工リーフを推進し

ます。 

小松
こ ま つ

市 Ｐ５９

浅
あさ

野
の

川
がわ

 

（補助） 

浅
あさ

野
の

川
がわ

広域河川改修事業の整備促進 

平成２０年７月２８日の局地的豪雨災害により甚大な

浸水被害が発生した浅
あさ

野
の

川
がわ

において、流下断面が不足し

ているＪＲ橋から浅野川大橋までの掘削・護岸を促進し

ます。 

金
かな

沢
ざわ

市 Ｐ６０
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柴山
しばやま

潟
がた

 

（補助） 

柴山
しばやま

潟
がた

広域河川改修事業の整備促進 

平成１６年１０月２０日、平成１８年７月１７日の豪雨

により甚大な浸水戸数が発生した柴山
しばやま

潟
がた

において浸水

被害を解消するため、湖岸堤の整備を促進します。 

加賀
か が

市 Ｐ６１

押
おし

水
みず

羽
は

咋
くい

海岸 

（補助） 

押
おし

水
みず

羽
は

咋
くい

海岸侵食対策事業の整備促進 

海岸侵食の著しい押水羽咋
おしみずはくい

海岸において、海岸侵食を防

止するため人工リーフの整備を促進します。 

宝
ほう

達
だつ

 

志
し

水
みず

町
ちょう

 
Ｐ６２ 

 

［道路］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

国道８号 加賀
か が

拡幅の整備推進 

加賀拡幅は、国道８号の加賀市内の交通混雑の緩和を目

的とした延長６．４kmの事業です。平成２２年度は、加賀市

箱宮町
はこみやまち

から松山町
まつやままち

間において舗装工事を推進し、同区間

（L=2.0km）の供用を図るとともに、加賀市加茂町
か も ま ち

～黒瀬町
く ろ せ ま ち

間の用地買収及び加賀大橋Ⅱ期線の下部・上部工を推進

します。 

加賀
か が

市 Ｐ６３

国道８号 太田
お お た

高架橋耐震補強事業の推進 

国道８号は、北陸地方の主要都市を連絡する主要幹線道

路であり、河北
か ほ く

郡津幡町
つ ば た ま ち

に位置する太田高架橋が地震で

被災した場合、緊急輸送道路の分断が予想されるととも

に、地域の社会・経済活動に大きな支障をきたす恐れが

あるため、早急に橋脚等の耐震補強を行い、耐震性の向

上を図ります。 

津幡
つ ば た

町  

国道１５７号 香
こ う

林坊
り ん ぼ う

拡幅（野町
の ま ち

広小路
ひ ろ こ う じ

交差点改良）の整備推進 

野町
の ま ち

広小路
ひ ろ こ う じ

交差点改良は、右折車線の２車線化を実施し、

慢性的な交通混雑を解消するとともに、歩道の拡幅、電線類

の地中化を行う事業です。平成２２年度は、改良工事及び電

線類の地中化を推進し、完成する予定です。 

金沢
かなざわ

市  

国道２４９号 

(補助) 

藤橋
ふじはし

バイパスの整備促進 

藤橋バイパスは、七尾
な な お

市中心市街の慢性的な交通渋滞の

緩和を図るとともに、ＪＲ七尾線で分断されている東西

市街地を結ぶことを目的とした延長３．１ｋｍの４車線

道路です。平成２２年度はＪＲ七尾線の跨線橋工事を促

進し、七尾市
な な お し

古府
ふ る こ

町
まち

～国分町
こ く ぶ ま ち

の延長０．９ｋｍの２車線

供用を図る予定です。 

 

 

七尾
な な お

市 Ｐ６４
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●継続事業    

 

国道４７０号 

七尾
な な お

氷見
ひ み

道路【能越自動車道】の整備推進 

七尾
な な お

氷見
ひ み

道路は、高規格幹線道路の一般国道自動車専用

道路として整備を進めている｢能越
のうえつ

自動車道｣の一部であ

り、石川県内では、七尾市八幡
や わ た

から富山県境間の延長約１

３．６kmで事業を推進しています。平成２２年度は、全線に

おいて、用地買収、改良及び橋梁工事を推進します。 

七尾
な な お

市 Ｐ６５

国道１５７号 横宮
よこみや

電線共同溝事業の推進 

安全で安心して利用できる通行空間の確保と都市防災

性の向上を目的とした事業です。平成２２年度は、電線

類の地中化を推進します。 

野々市
の の い ち

町  

国道１５９号 金沢
かなざわ

東部
と う ぶ

環状道路の整備推進 

金沢
かなざわ

東部
と う ぶ

環状道路は、金沢外環状道路（山側環状）の一部

を構成し、北陸
ほくりく

自動車道や能登
の と

有料道路とあわせて、広域

的な道路ネットワークの形成を目的とした延長９．４kmの事業

です。平成２２年度は、卯
う

辰
たつ

トンネルⅡ期線の工事を推進し

ます。 

金沢
かなざわ

市  

国道１５９号 松
まつ

浜
はま

自歩道事業の推進 

安全で安心して利用できる通行空間の確保を目的とした事

業です。平成２２年度は、自歩道工事を推進します。 

かほく市 Ｐ６６

国道１６０号 大泊
おおどまり

地区防災対策の推進 

越波による特殊通行規制に指定されている大泊地区に

おいて、安全で円滑な道路交通の確保を目的とする事業

です。平成２２年度は、消波ブロックの整備を推進しま

す。 

七尾
な な お

市  

主要地方道 

松任
まっとう

宇ノ気
う の け

線 

（補助） 

白山
はくさん

ＩＣの整備促進 

白山
はくさん

ＩＣは、加賀
か が

～金沢
かなざわ

～能登
の と

の連携強化や金沢外
かなざわそと

環状
かんじょう

道路と一体となったネットワークの形成、金沢
かなざわ

市街地へ

の交通円滑化、沿道に集積する工業団地群や金沢
かなざわ

港への

物流支援などを目的とした延長１．９ｋｍの２車線道路

です。平成２４年春の供用開始を目指し、平成２２年度

は改良工事を促進します。 

白山
はくさん

市 

金沢
かなざわ

市 
Ｐ６７

 

 

［港湾空港］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    
七尾港 泊地(-13m)〔大田地区〕 

船舶の大型化に対処するため、泊地の整備を推進しま

す。 
七尾
な な お

市  
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七尾港 

（補助） 
耐震強化岸壁(旅客船ターミナル)〔矢田新

や た し ん

地区〕 

大規模地震発生時においても緊急物資輸送に対応可能

な耐震機能を備えた旅客船ターミナルの整備を促進し

ます。 

七尾
な な お

市 Ｐ６８

七尾港海岸 

（補助） 
七尾港海岸 高潮対策事業〔三室

み む ろ

地区〕 

荒天時の越波による浸水被害防止のため、離岸堤の整備

を促進します。 

七尾
な な お

市  

金沢港 航路(-13m)〔大野地区〕 

地域産業の国際競争力の強化を図るため、大型船舶が利

用可能な多目的国際ターミナル（航路（-13m）等）の整

備を推進します。 

金沢
かなざわ

市 Ｐ６９

輪島港 防波堤〔輪島崎地区〕 

荒天時の避
ひ

泊
はく

水域を確保し、沿岸海域を航行する船舶の

安全性を向上させるため、防波堤整備を推進します。 

輪島
わ じ ま

市 Ｐ７０

輪島港 

（補助） 

緑地〔河井地区〕 

輪島市民と観光客の交流イベント・レクリエーションゾ

ーンとして、港と文化都市・海と緑を一体とした総合的

な港湾緑地の整備を促進します。 

輪島
わ じ ま

市 Ｐ７１

輪島港 輪島
わ じ ま

港マリンタウン活性化計画 

（交付金：みなと振興交付金） 

能登半島地震の影響で激減した観光客の回復を目指し、

マリンタウンを中心とした新たな賑わいを創出するため

の施設整備を促進します。 

輪島
わ じ ま

市  

 

[都市・住宅］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

輪島地区 

（補助） 

 

 

 

 

まちづくり交付金 

輪島地区は、輪島朝市に近接し、マリンタウンプロジェ

クトと連携しながら整備される観光交流施設等の基幹

事業や朝市通りにおける拠点施設等の提案事業を行う

ことにより滞在交流型のまちづくりを進めています。平

成２２年度は、道路整備、マリンタウン公園の整備を促

進します。 

輪島
わ じ ま

市  

都市計画道路

本町
ほんまち

線
せん

外１路

線 

（補助） 

街路事業 

都市計画道路本町線外１路線は、能登半島地震の被害

が集中した穴水町中心市街地における防災道路整備の

必要性から本町線、大町
おおまち

通り
ど お り

線
せん

を整備し、震災復興を支

援する事業です。平成22年度は無電柱化、道路改良工事

等を促進し、大町通り線を先行して完成供用する予定で

す。 

 

穴水
あなみず

町  

●継続事業    

金沢中央地区 

（補助） 

 

 

 

 

まちづくり交付金 

金沢中央地区は、道路修景や無電柱化整備などの基幹事

業により金沢らしい伝統景観の保全に努め、安全安心な

まちづくりによりまちに人を呼び込み、中心市街地の活

性化を進めています。平成２２年度は、道路整備、無電

柱化事業等の整備を促進します。 

金沢
かなざわ

市  
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松任駅前
まっとうえきまえ

地区 

（補助） 

 

 

 

土地区画整理事業 

松任駅前地区では、JR北陸本線の駅南北地域の分断に 

よる市街化の不均衡の解消等を目的に、交通拠点として

の機能強化、景観形成、文化シンボルゾーンとして歴史･

文化施設の整備を進めています。平成２２年度は駅南北

を連結する都市計画道路の工事を促進します。 

白山
はくさん

市 Ｐ７２

金沢市副都心
ふ く と し ん

北部
ほ く ぶ

直江
な お え

地区

（補助） 

 

 

 

土地区画整理事業 

金沢市副都心北部直江地区は、金沢副都心の一翼を担 

う地区として、計画的かつ有効な土地利用を図るべく、

金沢外環状道路海側幹線などの公共施設整備や良好な

住宅市街地形成を進めています。平成２２年度は都市計

画道路築造に係わる橋梁下部工事や物件移転を促進し

ます。 

金沢
かなざわ

市  

加賀市片山津
か た や ま づ

地区の浸水対

策の促進 

〈補助〉 

公共下水道事業 

加賀市片山津地区は、平成１６年１０月２０日などの集中豪

雨により度重なる浸水被害が発生しました。このため、恒久

的な雨水対策として、「下水道浸水被害軽減総合事業計画」

に基づき、平成２２年度は引き続き雨水ポンプ場の整備を促

進します。 

加賀
か が

市  

大町
おおまち

（穴水
あなみず

駅

前）地区 

（補助） 

都市防災総合推進事業 

当地区は、平成１９年３月２５日の能登半島地震により大き

な被害を受けたため、地域の防災向上を図る公共施設等や

防災拠点となる地域交流施設の整備を行い、災害に強いま

ちづくりを進めています。平成２２年度は、地域交流施設の

整備を行い、事業を促進します。 

 

穴水
あなみず

町 Ｐ７３

總持
そ う じ

寺
じ

周辺 

地区 

（補助） 

街なみ環境整備事業 

總持寺周辺地区にふさわしい伝統的な街なみの保全、中

心地としての機能向上と住環境の改善を進めています。

平成２２年度は、道路の美装化（カラー舗装）、住宅の

修景整備等を促進します。 

 

 

輪島
わ じ ま

市 

 

 

４）山形県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

飯豊
い い で

山系
さんけい

 

（砂防） 

入山
いりやま

第２号砂防えん堤の完成 

舟
ふな

渡
と

地区の土石流危険渓流において土石流対策とし

て入山
いりやま

第２号砂防えん堤を完成させます。 

小国
お ぐ に

町 Ｐ７４

●継続事業    

飯豊
い い で

山系
さんけい

 

（砂防） 

出
で

戸沢
ど さ わ

砂防えん堤の整備推進 

出戸
で ど

地区の土石流危険渓流において土石流対策とし

て出
で

戸沢
ど さ わ

砂防えん堤の整備を推進します。 

小国
お ぐ に

町  
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５）福島県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    

阿
あ

賀川
か が わ

 長井
な が い

地区 狭窄
きょうさく

部改修の整備推進 

洪水を安全に流下させるための河道断面が不足してい

る喜多方
き た か た

市長井
な が い

地区の整備を推進します。 

喜多方
き た か た

市 Ｐ７５

滝坂
たきさか

地区 

（地すべり対

策） 

滝坂
たきさか

地区地すべり対策の整備推進 

地すべりによる阿
あ

賀川
が が わ

の河道閉塞を防止するため、

滝坂
たきさか

地区において、地すべりの原因となる地下水の排

除のため、集水井、排水トンネルの整備を推進します。

西会津
に し あ い づ

町 Ｐ７６

 

６）長野県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●完成事業    

千曲
ち く ま

川
がわ

 古牧
こ ま き

地区 土地利用一体型水防災事業の完成 

出水時に水を安全に流すため、立ヶ
た て が

花
はな

下流部無堤地対策

として、中野
な か の

市古牧
こ ま き

地区の整備を完成させます。 

中野
な か の

市 Ｐ７７

姫川
ひめかわ

 

（砂防） 

浦川
うらかわ

床固工群の完成 

 稗田山
ひ え だ や ま

の大崩壊により浦川
うらかわ

流域の下流部には不安定

土砂が堆積し、局所的な河床低下や渓岸侵食を引き起

こしているため、浦川
うらかわ

床固工群の整備を完成させます。

小谷
お た り

村 Ｐ７８

●継続事業    

千
ち

曲
くま

川
がわ

 千曲川中流域自然再生事業の整備推進 

近年の河床低下に伴う高水敷の発達により生じている

礫河原の減少及び外来種の侵入・拡大に対し、千曲川本

来の河川環境を再生するため、千曲
ち く ま

市戸倉
と ぐ ら

地区において

高水敷掘削を推進します。 

 

千
ち

曲
くま

市 Ｐ７９

信濃
し な の

川
がわ

上 流
じょうりゅう

 

（砂防） 

八右衛門沢
は ち え も ん さ わ

上 流
じょうりゅう

床固工群の整備推進 

景勝地「上
かみ

高地
こ う ち

」を訪れる年間１６０万人の観光客や

宿泊施設等を土砂災害から守るため、八右衛門沢
は ち え も ん さ わ

におい

て床固工の整備を推進します。 

 

松本
まつもと

市 Ｐ８０

信濃
し な の

川
がわ

上 流
じょうりゅう

 

（砂防） 

鷺沢
さぎさわ

砂防えん堤の整備推進 

前
まえ

淵
ふち

地区の土石流危険渓流において土石流対策とし

て鷺沢
さぎさわ

砂防えん堤の整備を推進します。 

波田
は た

町  

信濃
し な の

川
がわ

上 流
じょうりゅう

 

（砂防） 

鹿
か

島川
しまがわ

砂防林の整備推進 

不安定土砂が堆積している高瀬川
た か せ が わ

水系鹿
か

島川
しまがわ

におい
大町
おおまち

市  
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て、現況の河川地形の遊砂地と渓畔林を砂防林として有

効利用して土砂流出を抑制し、下流大町
おおまち

市街地の保全を

推進します。 

信濃
し な の

川
がわ

下流
かりゅう

 

（砂防） 

上野原
う え の は ら

第３号砂防えん堤の整備推進 

苗場山
な え ば さ ん

からの火山性堆積物で形成される中津川
な か つ が わ

支川

栃
とち

川
かわ

流域で、脆弱な堆積土砂の流出防止のため、上野原
う え の は ら

第３号砂防えん堤の整備を推進します。 

栄
さかえ

村  

姫川
ひめかわ

 

（砂防） 

北股
きたまた

第２号砂防えん堤補強の整備推進 

 平成７年７月出水等、たび重なる出水により損傷の著

しい北股
きたまた

第２号砂防えん堤の補強を推進します。 

白馬
は く ば

村  

 

７）岐阜県 

［治水］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    

神通
じんづう

川
がわ

 

（砂防） 

新穂
し ん ほ

高
だか

渓流保全工の整備推進 

北アルプスの大自然を求め多くの登山者や観光客が

訪れる奥
おく

飛騨
ひ だ

温泉郷
おんせんごう

の蒲
かま

田川
だ が わ

において、土砂流出によ

る土砂災害の防止を目的とした新穂
し ん ほ

高
だか

渓流保全工の整

備を推進し、安全で快適な観光地域づくりを支援しま

す。 

高山
たかやま

市 Ｐ８１

神通
じんづう

川
がわ

 

（砂防） 

蒲
がま

田川
だ が わ

流木対策の整備推進 

平成１１年や平成１６年の出水時に下流富山
と や ま

湾で甚

大な流木被害が生じていることから、神通
じんづう

川
がわ

水系蒲
がま

田川
だ か わ

本川において、流下する流木を捕捉するための流

木対策の整備を推進します。 

高山
たかやま

市 Ｐ８２

神通
じんづう

川
がわ

 

（砂防） 

小洞谷
こ ぼ ら だ に

砂防えん堤群の整備推進 

神岡
かみおか

町堀之内
ほ り の う ち

地先の土石流危険渓流において土石流

対策として小洞
こ ぼ ら

谷
だに

第２号砂防えん堤の整備を推進しま

す。 

飛騨
ひ だ

市 Ｐ８３

 

８）福井県 

［港湾空港］ 事 業 概 要 市町村名 
別 冊 

参考資料

●継続事業    

敦賀港 防波堤〔鞠
まり

山
やま

北
きた

地区〕 

港内静穏度
せ い お ん ど

の向上を図り、航行船舶と荷役の安全確保

のため、防波堤の整備を推進します。 

敦賀
つ る が

市 Ｐ８４

敦賀港海岸 

（補助） 
敦賀港海岸 侵食対策事業〔常宮

じょうぐう

地区、松原地区〕 

常宮地区は、冬期風浪等による海岸侵食や越波被害を

防止するため、離岸堤の整備を促進します。 

敦賀
つ る が

市  
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松原地区は、砂浜の侵食と越波による松林への被害に

より白砂
はくしゃ

青松
せいしょう

の貴重な風景を失いつつあるため、自然

環境に配慮した養浜主体の海岸保全を促進します。 

敦賀港海岸 

（補助） 

敦賀港海岸 海岸環境整備事業〔赤崎地区〕 

侵食により失われた砂浜を回復するとともに、快適な

海浜利用の増進を図るための海岸整備を促進します。 
敦賀
つ る が

市 Ｐ８５

福井港 

（補助） 

航路泊地〔福井中央地区・三国港地区〕 

福井中央地区及び三国港地区の港湾活動が適切に行わ

れるよう漂砂や九頭竜川からの流下土砂による港内埋

没防止の浚渫を行い、航路泊地の水深を確保します。 

福井
ふ く い

市

坂井
さ か い

市 
 

福井港海岸 福井港海岸 海岸保全施設整備事業〔福井地区〕 

護岸前面の侵食及び冬期風浪等による越波被害から背

後地域を守るための海岸保全施設の整備を推進しま

す。 

福井
ふ く い

市

坂井
さ か い

市 
Ｐ８６

福井港 「三国
み く に

湊
みなと

観光交流促進計画」 

（交付金：みなと振興交付金） 

歴史探訪という知的好奇心を満たす三国港
み く に こ う

地区を形成

し、観光客の誘致、人の往来の増大を図るため、港湾

施設の周辺整備、点在する拠点を繋ぐ遊歩道、ならび

に産業観光に資する物揚場の整備を促進します。 

坂井
さ か い

市  

和田港 

（補助） 
緑地〔尾内

お な い

地区〕 

「うみんぴあ大飯」の複合型交流施設の整備と連携し、

町の交流・レクリエーション活動の拠点となる緑地の

整備を促進します。 

おおい町 Ｐ８７

和田港海岸 

（補助） 

和田港海岸 海岸環境整備事業〔和田地区〕 

冬期風浪により失われた砂浜を回復し、安全で潤いの

ある海岸を創出するための海岸整備を促進します。 

高浜
たかはま

町 

おおい町 
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